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裁
判
所
で
は
、
宅
地
や
家
屋
の
貸
し
借

り
等
で
生
じ
た
民
事
上
の
も
め
ご
と
や
、

夫
婦
間
の
問
題
を
円
満
に
解
決
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
調
停
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
最
高
裁
判
所
の
後
援
の
も
と
、
調

停
委
員
の
団
体
で
あ
る
調
停
協
会
連
合
会

が
主
催
し
て
、
左
記
の
日
時
で
開
催
し
ま

す
。

　

秘
密
厳
守
で
無
料
（
予
約
不
要
、
当
日

先
着
順
）
で
す
か
ら
、
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
20
分
程
度
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
～
午

後
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

安
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
と
き　

10
月
18
日
㈫　

午
後
２
時
～
４

時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
議
会　

本
会
議
場

▼
内
容　

子
供
議
員
の
活
動
を
と
お
し

て
、
行
政
や
市
議
会
の
仕
組
み
を
学
び
、

身
近
な
問
題
か
ら
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地

域
の
将
来
や
ま
ち
づ
く
り
等
、
幅
広
い
諸

課
題
に
つ
い
て
、
子
供
の
豊
か
な
発
想
や

視
点
か
ら
と
ら
え
た
意
見
を
発
表
し
、
共

に
考
え
、
共
に
学
ぶ
場
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

▼
出
席
者

○
議
決
機
関

　

市
内
３
中
学
校
か
ら
子
供
議
員
各
４
人
、

　

議
長
２
人
・
副
議
長
１
人

○
執
行
機
関

　

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・
各
部
長
等

▼
実
現
さ
れ
た
提
案
の
一
例

○
平
成
26
年
度

・�

東
海
道
松
並
木

に
続
く
地
下
道

の
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
、
児
童

生
徒
作
品
の
展

示
○
平
成
27
年
度

・�

多
く
の
人
に
目
を
と
め
て
も
ら
え
、
施

設
の
紹
介
等
、
知
立
市
に
行
っ
て
み
た

い
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
工
夫

▼
傍
聴　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
５
階

議
会
事
務
局
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
、
傍
聴
席
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
。

障害基礎年金は、
・病気やケガで一定以上の障がいを負ったときに支給されます。
・初診日に国民年金加入中、または60歳以上65歳以下、もしくは20歳前であることが条件です。
※初診日とは、障害の原因となった病気やケガで初めて医師の診療を受けた日です。
　これを基準に支給の要件を判定します。

支
給
要
件

次のいずれかに該当する場合
○初診日のある月の前々月までの公的年金の加入期間のうち、保険料納付済期間と保険料免除期間を合算
した期間が3分の2以上であること
○初診日の属する月の前々月までの直近1年間の被保険者期間に、保険料の未納期間がないこと
○20歳前に初診日がある場合（本人に一定額以上の所得やほかに年金の受給がある場合は、支給が制限
される場合があります。）
○60歳以上65歳未満（年金に加入していない期間）で、日本国内に住んでいる間に初診日があること
※老齢基礎年金を繰り上げて受給している人を除きます。

障
害

認
定
時

○初診日から1年6か月を経過した日、またはその期間内にその傷病が固定した日（これを「障害認定日」
といいます。）において、1級または2級の障がいの状態にあること
○65歳に達するまでの間に、1級または2級の障がいの状態にあること

年
金
額

平成28年4月分から
【1級】975,125円＋子の加算額　　【2級】780,100円＋子の加算額
子の加算額……第1子・第2子　各224,500円　　第3子以降　各74,800円

請
求

手
続
き

市役所窓口または年金事務所
※ 障害基礎年金を支給するか否かの審査は、日本年金機構で行います。詳細については、市役所窓口、年

金事務所または医師とご相談ください。

※身体障害者手帳等の等級とは基準が異なります。
▶問合せ　刈谷年金事務所（☎21-2115）　国保医療課　国保年金係（☎95-0123）

　市議会主催の議会報告会を開催します。多く
の市民の皆さんのご参加をお待ちしています。
▶と　き　11月5日㈯　午後1時30分から
▶ところ　中央公民館1階
大会議室
▶内　容　議会の報告・
意見交換会
▶問合せ　議事課
庶務係（☎95-0137）

議会報告会を開催します 無
料
調
停
相
談
の
お
知
ら
せ

安
城
簡
易
裁
判
所　

�（
☎
（76）
３
４
６
１
）

知
立
市
子
供
議
会
を
開
催
し
ま
す

学
校
教
育
課　
　
　

�（
☎
（95）
０
１
３
６
）

もしも、病気やけがで障がいが残ったら…障害基礎年金
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▼
活
動
内
容　

市
長
の
諮
問
を
う
け
、
保

育
行
政
に
関
し
必
要
な
調
査
お
よ
び
審
議

を
し
、答
申
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

▼
応
募
要
件　

市
内
保
育
所
入
所
児
童
の

保
護
者

▼
募
集
人
員　

２
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
し
ま
す
。）

▼
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
郵
送
（
〒
472
―
８
６

６
６（
住
所
不
要
）子
ど
も
課　

保
育
係
）

へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。様
式
は
自
由
で
す
。

▼
応
募
締
切　

11
月
１
日
㈫
（
必
着
）

▼
委
員
の
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
調
査
・

審
議
が
終
了
し
た
と
き
ま
で
。

※�

第
１
回
審
議
を
11
月
～
12
月
中
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

▼
勤
務
場
所　

市
内
公
立
保
育
園
（
勤
務

先
は
未
定
）

▼
勤
務
日　

月
～
土
曜
日
の
う
ち
週
５
日

▼
勤
務
時
間

・
午
前
７
時
30
分
～
９
時
30
分

・
午
後
１
時
～
７
時
15
分

・
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時

※�

勤
務
日
・
時
間
に
つ
い
て
は
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
必
要
資
格　

保
育
士
資
格

▼
選
考
方
法　

随
時
面
接

▼
雇
用
期
間　

６
か
月
ご
と
の
更
新

▼
賃
金　

時
給
１
千
150
円

▼
申
込
み　

子
ど
も
課
保
育
係
へ
。

※
登
録
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
ク
リ
ー
ン
排

水
推
進
月
間
」
お
よ
び
「
浄
化
槽
強
調
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
家
庭
の
生
活
排

水
対
策
や
浄
化
槽
の
適
正
管
理
な
ど
、
水

環
境
に
優
し
い
取
組
み
を
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

●
身
近
な
生
活
排
水
対
策

・
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
を
減
ら
す

・�

三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
切
り
ネ
ッ
ト
で
汚

れ
を
取
り
除
く

・�

使
用
済
み
油
は
新
聞
紙
な
ど
に
吸
わ
せ

て
可
燃
ご
み
と
し
て
捨
て
る

・�

食
器
や
鍋
の
目
立
つ
汚
れ
は
新
聞
紙
な

ど
で
拭
き
取
る

・
洗
剤
は
適
量
を
使
う

●
浄
化
槽
の
適
正
な
管
理

　

浄
化
槽
を
管
理
す
る
人
は
、
法
令
に
よ

り
保
守
点
検
・
清
掃
を
実
施
し
、
法
定
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
適
正
に
管
理
し
、
長
く
大
切

に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
保
健
事
業
の
特
定
健
診
、が
ん
検
診
、

高
齢
者
お
よ
び
子
ど
も
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
み
か
わ
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
閉
院
の
た
め
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
10
月
19
日
㈬
平
日
夜
間

当
直
当
番
医
療
機
関
は
秋
田
病
院
（
☎
（81）

２
７
６
３
）
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
知
立
南
皮
フ
科
・
内
科
は
、
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
み
実

施
し
ま
す
。（
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
・

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
子
ど
も
の

予
防
接
種
は
実
施
し
ま
せ
ん
。）

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
10
月
１
日
号
４
ペ
ー
ジ
の
「
駅
の

未
来
・
知
立
の
あ
し
た
」
の
記
事
本
文
を

次
の
よ
う
に
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

（
誤
）�

▼
問
合
せ　

都
市
計
画
課　

都
市

開
発
係　

☎
（85）
５
８
１
１

（
正
）�

▼
本
事
業
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

問
合
せ

　
　
　

都
市
開
発
課

　
　
　

市
街
地
整
備
係　

☎
（85）
５
８
８
１

　
　
　

鉄
道
高
架
係　

☎
（85）
５
８
８
２

　
　
　

�

▼
掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　
　
　

�

協
働
推
進
課　

秘
書
広
報
係　

☎

（95）
０
１
１
２

　市は、平成22年に「知立市平和都市宣言」を行いまし
た。これを機に宣言の趣旨を尊重し、市民の皆さんと平和
を祈念する「知立市平和祈念式」を今年も開催します。
どなたでも参加できますので、ぜひお越しください。
▶と　き　11月17日㈭　午前9時30分から（開場午前9時）
▶ところ　中央公民館　講堂
▶内　容　【第一部】式典：知立市平和都市宣言・黙とう・
献花・原爆パネルの展示など
【第二部】平和映画会：上映作品『原爆の子』

【知立市平和都市宣言】
　歴史と伝統に育まれた知立市。
　私たちはこのまちで、平和で安心して暮らすことを心か
ら願っています。
　私たちが願う明るく住みよいまちは、平和なくしてはか
ないません。そして世界の恒久平和は、人類共通の願いです。
　私たちは世界で唯一の核被爆国の一員として、二度と惨
禍を繰り返さないよう、国際社会を導く役割を果たさなけ
ればなりません。
　ここに知立市は、核兵器の廃絶と戦争のない平和な世界
の実現に貢献することを誓い、「平和都市」を宣言します。

▶問合せ
【第一部】協働推進課　秘書広報係（☎95-0112）
【第二部】協働推進課　協働人権係（☎95-0144）

臨
時
保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す

子
ど
も
課�

保
育
係　
（
☎
（95）
０
１
２
１
）

医
療
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
増
進
課�

母
子
保
健
係（
☎
（82）
８
２
１
１
）

市
保
育
行
政
審
議
会
委
員
を
募

集
し
ま
す

子
ど
も
課�

保
育
係　
（
☎
（95）
０
１
２
１
）

10
月
は「
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
」

お
よ
び「
浄
化
槽
強
調
月
間
」で
す

環
境
課�

環
境
保
全
係（
☎
（95）
０
１
５
４
）

知立市平和祈念式知立市平和祈念式知立市平和祈念式
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生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
で
す
。
水
切

り
を
す
る
だ
け
で
ご
み
の
減
量
が
で
き
ま

す
。
水
切
り
の
ひ
と
手
間
で
色
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
各
ご
家
庭
に
合
っ

た
方
法
で
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
水
切
り
を
行
う
と
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

・
生
ゴ
ミ
の
臭
い
の
減
少

・�

カ
ラ
ス
被
害
の
防
止
（
臭
い
が
少
な
く

な
る
と
カ
ラ
ス
も
近
寄
り
に
く
い
）

・
ご
み
が
軽
く
な
り
運
び
や
す
く
な
る
。

・�

使
用
す
る
ご
み
袋
の
枚
数
が
少
な
く
な

る
。

【
水
切
り
の
コ
ツ
】

・ 

ぬ
ら
さ
な
い
（
水
分
の
少
な
い
玉
ね
ぎ

の
皮
や
野
菜
く
ず
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
な

ど
に
入
れ
ず
、
直
接
、
新
聞
紙
や
チ
ラ

シ
の
上
で
皮
を
む
き
ま
し
ょ
う
。）

・ 

捨
て
る
前
の
ひ
と
絞
り
（
三
角
コ
ー

ナ
ー
や
排
水
口
の
受
け
か
ご
に
セ
ッ
ト

で
き
る
水
切
り
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
お
茶
が
ら
な
ど
水
分
の
多
い

も
の
は
捨
て
る
前
に
水
切
り
を
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
手
で
絞
る
の
は
抵
抗

が
あ
る
人
は
不
要
に
な
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
CD
を
利
用
し
て
ひ

と
絞
り
で
き
ま
す
。

・ 

乾
燥
さ
せ
よ
う
（
新
聞
や

チ
ラ
シ
で
作
っ
た
水
切
り

箱
に
入
れ
た
り
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
広
げ

た
も
の
の
上
に
乗
せ
て
風
通
し
の
よ
い

と
こ
ろ
で
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。）

　

ま
た
、
水
分
が
多
い
も
の
は
新
聞
紙
や

紙
に
包
む
だ
け
で
も
臭
い
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

※�

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
場
合
、
補

助
金
を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

最
低
賃
金
は
、
県
内
の
事
業
場
で
働
く

常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
な
ど
の
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

日
給
制
、月
給
制
の
労
働
者
の
場
合
は
、

時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て
最
低
賃

金
の
時
間
額
845
円
と
比
較
し
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
支
払
わ
れ
て
い
る
賃
金

か
ら
次
の
も
の
を
除
外
し
た
賃
金
額
が
最

低
賃
金
額
以
上
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①�

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結
婚
手
当

等
）

②�

１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
（
賞
与
等
）

③�

時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
に
対
す
る
賃

金
④
深
夜
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金

⑤�

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
お
よ
び
家
族

手
当

　

な
お
、
こ
の
他
、
特
定
の
産
業
で
働
く

労
働
者
は
、
県
最
低
賃
金
よ
り
も
金
額
の

高
い
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
内　

☎
（95）
０
１
１
３
）

　

明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
、
市

内
の
児
童
・
生
徒
か
ら
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
536
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん

の
作
品
が
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
10
月
19
日
㈬
～
30
日
㈰
ま

で
、
中
央
公
民
館
１
階
ホ
ー
ル
で
展
示

し
ま
す
。

【
特
選
】　　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

来迎寺小5年
野嶋一至

知立西小6年
大脇麻由

八ツ田小6年
柴原於十

山本学園情報文化
専門学校高等課程

1年　冷牟田円

竜北中2年
服部希海

知立南中2年
髙木一生

知立南中1年
加藤ひなの

山本学園情報文化
専門学校高等課程

2年　夏目優香

山本学園情報文化
専門学校高等課程

2年　山田優香

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

生
ご
み
の
水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う

環
境
課�

ご
み
減
量
係（
☎
（95）
０
１
２
６
）

「
愛
知
県
最
低
賃
金
」は
、10
月
１

日
か
ら
時
間
額
845
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た

刈
谷
労
働
基
準
監
督
署（
☎
（21）
４
８
８
５
）

県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

（
☎
０
５
２
（972）
０
２
５
７
）
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